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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
田
ん
ぼ
を
回
り

な
が
ら
色
々
思
い
ま
し
た
。

一
昨
年
は
フ
ェ
ー
ン
現
象
で
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
が
全
部
２
等
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨

年
は
健
苗
作
り
に
努
め
、
Ｊ
Ａ
の
土
作
り

肥
料
を
散
布
し
て
、
適
期
に
中
干
を
行
い
、

水
の
管
理
も
例
年
以
上
に
気
を
配
っ
た
結

果
、
９
月
の
刈
り
取
り
で
は
１
等
級
で
、

Ｊ
Ａ
の
特
別
栽
培
米
で
目
標
と
し
た
収
量

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
天
候
も
７
月
は

下
旬
に
長
雨
と
日
照
不
足
で
不
安
も
あ
っ

た
が
、
９
月
上
旬
は
猛
暑
に
な
っ
た
こ
と

や
、
台
風
の
被
害
も
な
か
っ
た
こ
と
が
良

い
結
果
と
な
り
、
い
か
に
天
候
が
大
切
か

と
思
い
知
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
米
価
格
と
な
る
と
、
春
以
来

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
家
庭
用
米

の
内
食
需
要
が
増
え
て
も
、
業
務
用
米
の

需
要
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
１
人
当
た

り
の
米
を
食
べ
る
量
が
毎
年
10
万
ト
ン
く

ら
い
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
生
産

量
が
消
費
量
を
上
回
り
、
値
下
が
り
が
予

想
さ
れ
、
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

私
は
退
職
前
ま
で
Ｊ
Ａ
に
勤
め
て
お
り
、

保
有
米
と
縁
故
米
を
除
い
て
Ｊ
Ａ
に
出
荷

し
て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
高
く
売
れ
る

よ
う
Ｊ
Ａ
に
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
稲
作
の
個
人
経
営

の
多
い
我
が
馬
堀
地
区
で
圃
場
整
備
事
業

の
工
事
が
昨
年
の
秋
か
ら
始
ま
り
、
数
年

後
に
は
終
わ
る
予
定
で
す
が
、
他
の
地
区

と
同
じ
よ
う
に
、
農
家
の
高
齢
化
と
後
継

者
不
足
で
担
い
手
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
い

ま
す
。

推
進
委
員
の
任
期
も
残
り
一
年
余
り
と

な
り
ま
す
が
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
し

て
、
遊
休
農
地
の
発
生
や
荒
廃
を
防
ぐ
と

共
に
、
今
後
は
地
区
の
農
地
の
集
積
や
法

人
化
の
問
題
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
役
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

委
員
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

10月 14日 市町村農業委員会会長研修会（会長）
 27日 10月調査委員会（委員８名）
 30日 10月定例総会（委員２７名）
11月10日～11日　県外視察研修（委員３０名）
 19日 新潟県農業委員会大会（委員２１名）
 20日 農業委員会だより編集会議（委員６名）
 25日 11月調査委員会（委員８名）
 26日 新潟県担い手経営発展推進大会（委員１名）
 30日 11月定例総会（委員３６名）
  秋季全委員研修会（委員４１名）
12月 1日～2日　新潟県女性農業委員等研修会（委員４名）
 4日 調理をしない料理教室（委員４名）
 7日 農業者年金加入推進対策会議（委員１０名）
 22日 12月調査委員会（委員７名）
 25日 12月定例総会（委員34名）
 1月 22日 市町村農業委員会役員等研修会（委員6名）
 26日 1月調査委員会（委員７名）
 29日 第3回代表者会議（委員１1名）
  1月定例総会（委員36名）
  新潟県農業会議巡回（委員37名）

農業委員会の主な動き（20.10月～21.1月）
委員とは、農業委員及び農地利用最適化推進委員です。

（
巻
）

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員

高
井
榮
志
英

女性委員の食育への取り組みの一環として、「にしかん　なないろ野菜」を
活用した料理教室を開催。女性委員の皆さんが、ホテルで調理顧問をされているシェフ、

池田喜三男氏の指導を受けながら、調理にチャレンジしました。

「にしかん なないろ野菜」は西蒲区
でブランド化した、色や形、大きさに
特徴がある珍しい野菜です。
なないろ野菜はＪＡ越後中央の販
売所「越王の里」で販売中です。

女性委員
調理

チャレンジ！

女性委員が
調理に

チャレンジ！

■購読の申し込みは、西蒲区農業委員会または地元委員へ
お気軽にご連絡ください。
■３か月無料のお試し購読もご利用ください。

月4 回（金曜日発行）
700円 8,400円（税込）（税込）

週刊

月 年

池田氏が考案したレシピを市のＨPで
公開しています（農委の活動紹介）
ダウンロードはこちらからどうぞ

トマトとおけさ柿、アボガドのサラダ なないろ野菜のポトフ
バックナンバー
検索用

ホームページ
検索用

ＱＲコードをお使いください

総会議事録

農業委員会
について

県担い手協
遊休農地一覧

全国農地ナビ
農地を探す

農業委員会のホームページや農業委員会だよりのバックナン
バーを検索するには、ＱＲコードを使うと便利です。

農地法関係

農業経営基盤強化促進法関係

農地に関する各種申請の日程（2月～3月）

申請締切日 総  会月

2月

3月

５日（金）

１０日（水）

２６日（金）

３０日（火）

申出締切日 市の公告日月

2月

3月

２５日（木）

25日（木）

４月14日（水）

５月19日（水）
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表
紙
に
も
掲
載
し
ま
し
た
、
女
性
委
員

の
取
り
組
み
に
よ
る
料
理
教
室
が
、
昨
年

12
月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
レ
シ
ピ
の
考
案
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
長
岡
の
調
理
顧
問
、
池
田
喜
三
男
氏

に
お
願
い
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
た
め
、
実
際
の
調
理
は
同
氏
指

導
の
も
と
、
あ
ら
か
じ
め
女
性
委
員
が
担

当
し
、
講
演
に
よ
る
「
調
理
を
し
な
い
料

理
教
室
」
で
は
、
同
氏
に
よ
る
レ
シ
ピ
の

解
説
や
食
品
添
加
物
を
使
わ
な
い
食
材
、

料
理
等
の
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
に
は
一
般
募
集
に
よ
り
、
男
女
約

20
名
が
参
加
し
、
同
氏
の
楽
し
い
お
話
し

と
、
試
食
の
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
野
菜
を
無
駄
に
し
な
い
こ

と
が
印
象
的
だ
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
例
年
６
月
か
ら
７
月

頃
に
県
外
へ
の
視
察
研
修
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て

実
施
を
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
近
隣
県
等
の
感
染
状
況
を

考
慮
し
て
11
月
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

感
染
予
防
対
策
に
配
慮
し
な
が
ら
10
日
〜

11
日
に
か
け
て
、
山
形
県
の
農
事
組
合
法

人
と
農
業
機
械
の
製
造
メ
ー
カ
ー
を
視
察

し
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
ム
北
平
田
は
酒
田
市
の
郊
外
に

位
置
し
、
平
成
19
年
３
月
に
特
定
農
業
団

体
「
き
た
ひ
ら
た
営
農
生
産
組
合
」
と
し

て
発
足
、
平
成
28
年
１
月
に
「
農
事
組
合

法
人
フ
ァ
ー
ム
北
平
田
」
と
し
て
新
た
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
所
は
Ｊ
Ａ
の
旧

北
平
田
支
店
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

県
内
最
大
の
経
営
面
積
を
有
し
、
水
稲

を
中
心
に
各
種
園
芸
作
物
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク

タ
ー
等
多
く
の
機
械
を
導
入
し
て
機
械
コ

ス
ト
の
削
減
と
労
働
力
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
大
型
機
械
の
共
同
利
用
や
農
地

の
集
積
・
集
約
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

大
規
模
か
つ
効
率
的
な
農
業
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

特
徴
的
な
栽
培
形
態
と
し
て
は
、
閉
校

し
た
旧
北
平
田
小
学
校
の
跡
地
に
低
コ
ス

ト
の
対
候
性
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
新
し
い

栽
培
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
ハ
ウ
ス
ト

マ
ト
や
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
を
栽
培
及
び
生

産
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
事
務
所
内
に
お
い
て
、
組
合
長

よ
り
フ
ァ
ー
ム
の
概
要
や
各
種
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
正
時
代
よ
り
脱
穀
機
の
製
造
を
開
始

し
、
以
後
、
乾
燥
機
等
各
種
農
機
を
一
貫

し
て
生
産
し
な
が
ら
、
２
０
１
８
年
に
は

創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

主
力
製
品
は
大
型
乾
燥
機
や
低
温
貯
蔵

庫
、
各
種
選
別
機
、
精
米
機
等
で
、
独
自

の
最
新
技
術
を
用
い
た
各
種
農
業
関
連
機

器
や
精
米
加
工
関
連
機
器
を
製
造
し
、
販

売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
使

用
す
る
暖
房
機
な
ど
環
境
関
連
機
器
の
製

造
に
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

視
察
し
た
東
根
事
業
所
は
、
東
根
市
の

大
森
工
業
団
地
内
に
あ
り
、
各
種
の
機
器

を
一
貫
し
て
製
造
し
て
い
る
生
産
の
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。
工
場
内
に
は
、
創
業

時
に
製
造
し
た
脱
穀
機
か
ら
最
新
の
大
型

乾
燥
機
等
が
直
に
見
ら
れ
る
展
示
室
が
あ

り
、
そ
こ
で
会
社
の
概
要
や
展
示
し
て
い

る
各
種
農
機
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
に
工
場
内
で
製
造
工
程
を
見
学
し

ま
し
た
。

女
性
委
員
の
取
り
組
み
に
よ
る

料
理
教
室
を
開
催

委
員
に
市
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

　
令
和
３
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
謹
ん

で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
も
３
月
を
迎
え
、
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
　

　
日
頃
よ
り
、
西
蒲
区
農
業
委
員
会
の

活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
稲
作
の
作
況
は
平
年
作
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
実
際
の
作
況
は
報
道

よ
り
少
し
悪
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
一
色
と
な
り
、
生
活
や
活
動
が
一
変

し
た
年
で
し
た
。
こ
の
事
態
が
一
日
も

早
く
収
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
私
ど
も
が
要
求
し
て
お
り
ま

し
た
、
農
地
転
用
許
可
制
度
の
規
制
緩

和
に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
２
年
10
月

か
ら
一
部
改
訂
さ
れ
た
新
潟
市
農
業
振

興
地
域
制
度
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
り
、
２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
用
施

設
に
つ
い
て
は
、
特
例
と
し
て
、
全
て

の
農
地
に
設
置
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

（
但
し
、
一
農
業
経
営
体
に
つ
き
一
か
所

の
み
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
用
施
設
の
設

置
に
お
い
て
、
面
積
２
ア
ー
ル
で
は
小

さ
す
ぎ
、
規
模
拡
大
に
は
よ
り
大
き
な

農
業
用
施
設
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
さ
ら
な
る
要
望
と
し
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
協
力
な

し
に
は
前
に
進
め
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
春
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
潟
市
西
蒲
区
農
業
委
員
会
　

  

会
長
　
間
宮 

一

　
新
潟
市
表
彰
条
例
に
よ
り
、
10
年
以
上

勤
続
さ
れ
て
い
る
委
員
に
、
新
潟
市
長
よ

り
有
功
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
　（
氏
名
敬
称
略
）

　
〇 
槇
　
田
　
士
農
夫
（
前
列
左
端
）

　
〇 
阿
　
部
　
マ
サ
子
（
前
列
中
央
）

　
〇 
小
　
林
　
喜
一
郎
（
前
列
右
端
）

　
〇 

青
　
柳
　
　
　
一
（
後
列
中
央
）

　
〇 

野
　
澤
　
和
　
吉
（
後
列
左
端
）

　
〇 

長
谷
川
　
一
　
利
（
後
列
右
端
）

農
事
組
合
法
人 

フ
ァ
ー
ム
北
平
田

株
式
会
社 

山
本
製
作
所

　初日は農事組合法人ファーム北平田を視察。経
営面積457ha、作付けは水稲の他に大豆や園芸作
物等。農業所得の減少と高齢化等による後継者不
足の現状を踏まえて、近隣のモデルになるべく設
立されました。現存のスマート農業による作業の
効率化と、最新の技術の導入により合理化を図る
ことで経営の安定化、所得の増大が期待されると
思われました。多くの問題が出てくる中で、より
行政やＪＡの協力が不可欠になってくるのではと
感じられました
　翌日は農業機械を作っている山本製作所を視察。
当日は県内の工業高校の生徒たちの会社見学にも
会いました。会社は若い社員も多く見られ、特に
女性の多さに驚かされました。翌年、会社見学に
来た生徒たちの何人かが入社し、会社の発展と自
分の成長のために頑張っていくと思うと、生徒た
ちの姿が見られて良かったと思っています。

農地利用最適化推進委員
　 高橋 忠雄（中之口）

令
和
２
年
度
県
外
視
察
研
修

（
山
形
県
）

委員の研修レポート
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表
紙
に
も
掲
載
し
ま
し
た
、
女
性
委
員

の
取
り
組
み
に
よ
る
料
理
教
室
が
、
昨
年

12
月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
レ
シ
ピ
の
考
案
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
長
岡
の
調
理
顧
問
、
池
田
喜
三
男
氏

に
お
願
い
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
た
め
、
実
際
の
調
理
は
同
氏
指

導
の
も
と
、
あ
ら
か
じ
め
女
性
委
員
が
担

当
し
、
講
演
に
よ
る
「
調
理
を
し
な
い
料

理
教
室
」
で
は
、
同
氏
に
よ
る
レ
シ
ピ
の

解
説
や
食
品
添
加
物
を
使
わ
な
い
食
材
、

料
理
等
の
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
に
は
一
般
募
集
に
よ
り
、
男
女
約

20
名
が
参
加
し
、
同
氏
の
楽
し
い
お
話
し

と
、
試
食
の
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
野
菜
を
無
駄
に
し
な
い
こ

と
が
印
象
的
だ
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
例
年
６
月
か
ら
７
月

頃
に
県
外
へ
の
視
察
研
修
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て

実
施
を
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
近
隣
県
等
の
感
染
状
況
を

考
慮
し
て
11
月
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

感
染
予
防
対
策
に
配
慮
し
な
が
ら
10
日
〜

11
日
に
か
け
て
、
山
形
県
の
農
事
組
合
法

人
と
農
業
機
械
の
製
造
メ
ー
カ
ー
を
視
察

し
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
ム
北
平
田
は
酒
田
市
の
郊
外
に

位
置
し
、
平
成
19
年
３
月
に
特
定
農
業
団

体
「
き
た
ひ
ら
た
営
農
生
産
組
合
」
と
し

て
発
足
、
平
成
28
年
１
月
に
「
農
事
組
合

法
人
フ
ァ
ー
ム
北
平
田
」
と
し
て
新
た
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
所
は
Ｊ
Ａ
の
旧

北
平
田
支
店
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

県
内
最
大
の
経
営
面
積
を
有
し
、
水
稲

を
中
心
に
各
種
園
芸
作
物
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク

タ
ー
等
多
く
の
機
械
を
導
入
し
て
機
械
コ

ス
ト
の
削
減
と
労
働
力
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
大
型
機
械
の
共
同
利
用
や
農
地

の
集
積
・
集
約
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

大
規
模
か
つ
効
率
的
な
農
業
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

特
徴
的
な
栽
培
形
態
と
し
て
は
、
閉
校

し
た
旧
北
平
田
小
学
校
の
跡
地
に
低
コ
ス

ト
の
対
候
性
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
新
し
い

栽
培
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
ハ
ウ
ス
ト

マ
ト
や
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
を
栽
培
及
び
生

産
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
事
務
所
内
に
お
い
て
、
組
合
長

よ
り
フ
ァ
ー
ム
の
概
要
や
各
種
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
正
時
代
よ
り
脱
穀
機
の
製
造
を
開
始

し
、
以
後
、
乾
燥
機
等
各
種
農
機
を
一
貫

し
て
生
産
し
な
が
ら
、
２
０
１
８
年
に
は

創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

主
力
製
品
は
大
型
乾
燥
機
や
低
温
貯
蔵

庫
、
各
種
選
別
機
、
精
米
機
等
で
、
独
自

の
最
新
技
術
を
用
い
た
各
種
農
業
関
連
機

器
や
精
米
加
工
関
連
機
器
を
製
造
し
、
販

売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
使

用
す
る
暖
房
機
な
ど
環
境
関
連
機
器
の
製

造
に
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

視
察
し
た
東
根
事
業
所
は
、
東
根
市
の

大
森
工
業
団
地
内
に
あ
り
、
各
種
の
機
器

を
一
貫
し
て
製
造
し
て
い
る
生
産
の
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。
工
場
内
に
は
、
創
業

時
に
製
造
し
た
脱
穀
機
か
ら
最
新
の
大
型

乾
燥
機
等
が
直
に
見
ら
れ
る
展
示
室
が
あ

り
、
そ
こ
で
会
社
の
概
要
や
展
示
し
て
い

る
各
種
農
機
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
に
工
場
内
で
製
造
工
程
を
見
学
し

ま
し
た
。

女
性
委
員
の
取
り
組
み
に
よ
る

料
理
教
室
を
開
催

委
員
に
市
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

　
令
和
３
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
謹
ん

で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
も
３
月
を
迎
え
、
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
　

　
日
頃
よ
り
、
西
蒲
区
農
業
委
員
会
の

活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
稲
作
の
作
況
は
平
年
作
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
実
際
の
作
況
は
報
道

よ
り
少
し
悪
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
一
色
と
な
り
、
生
活
や
活
動
が
一
変

し
た
年
で
し
た
。
こ
の
事
態
が
一
日
も

早
く
収
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
私
ど
も
が
要
求
し
て
お
り
ま

し
た
、
農
地
転
用
許
可
制
度
の
規
制
緩

和
に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
２
年
10
月

か
ら
一
部
改
訂
さ
れ
た
新
潟
市
農
業
振

興
地
域
制
度
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
り
、
２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
用
施

設
に
つ
い
て
は
、
特
例
と
し
て
、
全
て

の
農
地
に
設
置
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

（
但
し
、
一
農
業
経
営
体
に
つ
き
一
か
所

の
み
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
用
施
設
の
設

置
に
お
い
て
、
面
積
２
ア
ー
ル
で
は
小

さ
す
ぎ
、
規
模
拡
大
に
は
よ
り
大
き
な

農
業
用
施
設
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
さ
ら
な
る
要
望
と
し
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
協
力
な

し
に
は
前
に
進
め
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
春
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
潟
市
西
蒲
区
農
業
委
員
会
　

  

会
長
　
間
宮 

一

　
新
潟
市
表
彰
条
例
に
よ
り
、
10
年
以
上

勤
続
さ
れ
て
い
る
委
員
に
、
新
潟
市
長
よ

り
有
功
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
　（
氏
名
敬
称
略
）

　
〇 

槇
　
田
　
士
農
夫
（
前
列
左
端
）

　
〇 

阿
　
部
　
マ
サ
子
（
前
列
中
央
）

　
〇 

小
　
林
　
喜
一
郎
（
前
列
右
端
）

　
〇 

青
　
柳
　
　
　
一
（
後
列
中
央
）

　
〇 

野
　
澤
　
和
　
吉
（
後
列
左
端
）

　
〇 

長
谷
川
　
一
　
利
（
後
列
右
端
）

農
事
組
合
法
人 

フ
ァ
ー
ム
北
平
田

株
式
会
社 

山
本
製
作
所

　初日は農事組合法人ファーム北平田を視察。経
営面積457ha、作付けは水稲の他に大豆や園芸作
物等。農業所得の減少と高齢化等による後継者不
足の現状を踏まえて、近隣のモデルになるべく設
立されました。現存のスマート農業による作業の
効率化と、最新の技術の導入により合理化を図る
ことで経営の安定化、所得の増大が期待されると
思われました。多くの問題が出てくる中で、より
行政やＪＡの協力が不可欠になってくるのではと
感じられました
　翌日は農業機械を作っている山本製作所を視察。
当日は県内の工業高校の生徒たちの会社見学にも
会いました。会社は若い社員も多く見られ、特に
女性の多さに驚かされました。翌年、会社見学に
来た生徒たちの何人かが入社し、会社の発展と自
分の成長のために頑張っていくと思うと、生徒た
ちの姿が見られて良かったと思っています。

農地利用最適化推進委員
　 高橋 忠雄（中之口）

令
和
２
年
度
県
外
視
察
研
修

（
山
形
県
）

委員の研修レポート
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農
地
所
有
適
格
法
人
は
、
農
地
の
権
利

等
の
取
得
後
も
農
地
法
に
定
め
る
法
人
形

態
要
件
、
事
業
要
件
、
議
決
権
要
件
及
び

役
員
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
農
地
法
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
法
人
の
事
業
年
度
終
了
後
３
か
月

以
内
に
農
地
の
権
利
等
を
有
す
る
農
業
委

員
会
に
事
業
の
状
況
等
を
報
告
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
必
要
と
な
る
書
類
と
と
も

に
期
限
ま
で
に
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。（
経
営
農
地
が
複
数
の
市
区
町
村

に
あ
る
場
合
、
各
市
区
町
村
に
報
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

農
地
所
有
適
格
法
人
に
よ
る
報
告
書
の

提
出
に
つ
い
て（
お
願
い
）

夏
季
に
続
い
て
、
秋
季
の
全
委
員
研
修

会
を
昨
年
11
月
の
定
例
総
会
終
了
後
に

開
催
し
、
多
く
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
の
テ
ー
マ
を
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

と
し
、
市
農
林
政
策
課
の
担
当
者
よ
り
、

新
潟
市
が
取
り
組
む
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
ス

マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
て
い
る
南
区
の
生

産
法
人
「
米
八
」
代
表
の
加
藤
誉
士
寛
氏

か
ら
も
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
、
ス
マ
ー
ト
農
業
は
Ａ
Ｉ
や
ド

ロ
ー
ン
、
人
工
衛
星
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
、
効
率
的
な
農
作
業
や
営
農
が

行
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お

り
、
委
員
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
話
を
聞

き
、
質
問
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　新
潟
県
女
性
農
業
委
員
会
等
研
究
会
は
、

例
年
で
す
と
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
活
発
な

意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
講
演
の
敬
聴
が
主
と
な
り
ま
し
た
。

新
潟
中
央
青
果
㈱
小
山
氏
の
講
演
で
は
、

「
野
菜
の
生
産
は
増
加
し
て
い
る
。
地
場

産
へ
の
こ
だ
わ
り
は
新
鮮
さ
、
安
全
性
、

お
い
し
さ
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
新
潟

に
は
肥
沃
な
土
壌
と
豊
富
な
水
、
培
っ
た

高
度
な
技
術
が
あ
る
。
今
の
消
費
者
は
こ

だ
わ
り
の
地
方
野
菜
を
求
め
て
い
る
。
条

件
さ
え
整
え
ば
間
違
い
な
く
伸
び
る
」
と

い
っ
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
農
業
会
議
所
稲
垣
事
務
局
長
の
お

話
し
は
、
女
性
の
委
員
へ
の
期
待
で
し
た
。

男
女
共
同
参
画
の
社
会
と
は
い
え
、
ま
だ

ま
だ
意
識
改
革
が
必
要
。
男
性
の
方
が
適

任
、
女
性
の
方
が
適
任
と
い
わ
れ
た
こ
と

も
そ
れ
ぞ
れ
や
っ
て
み
る
と
大
差
な
く
処

理
で
き
て
い
る
。
農
地
利
用
最
適
化
で
大

事
な
こ
と
は
、「
今
使
わ
れ
て
い
る
農
地
を

使
え
る
う
ち
に
使
え
る
人
へ
つ
な
い
で
い

く
こ
と
」
農
地
に
責
任
を
持
つ
こ
と
が
、

農
業
委
員
の
最
大
の
責
務
で
あ
る
。
わ
か

り
や
す
く
有
意
義
な
二
日
間
で
し
た
。

令
和
２
年
度
新
潟
県
女
性
農
業
委
員
等

研
修
会
が
昨
年
12
月
１
〜
２
日
に
か
け
て

新
潟
市
内
で
開
催
さ
れ
、
女
性
委
員
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
研
修
は
新
潟
県
農
業
会
議
と
に
い
が

た
女
性
農
業
委
員
の
会
が
主
催
し
、
県
内

の
女
性
委
員
を
一
堂
に
会
し
て
、
地
域
農

業
の
振
興
と
農
村
の
活
性
化
、
そ
し
て
女

性
委
員
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
度
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

研
修
会
で
は
関
係
企
業
等
に
よ
る
講
演

や
事
例
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
性
農
業
委
員
等
研
修
会
に
参
加

令
和
３
年
２
月
２
日
、
新
潟
市
６
農
業

委
員
会
は
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
38
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
潟

市
長
へ
「
令
和
３
年
度
農
地
等
利
用
最
適

化
推
進
施
策
等
に
関
す
る
意
見
」
を
提
出

し
ま
し
た
。
意
見
提
出
後
に
は
、
農
林
水

産
部
長
を
交
え
て
農
業
施
策
な
ど
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

西
蒲
区
農
業
委
員
会
は
「
新
潟
市
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
へ
の
地
域
農
家
の
意

見
・
要
望
の
反
映
に
つ
い
て
」
を
提
案
し

ま
し
た
。
意
見
の
全
文
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
潟
市
長
に
意
見
書
を
提
出

新
潟
県
農
業
委
員
会
大
会
に
参
加

研
修
参
加
レ
ポ
ー
ト

秋
季
の
全
委
員
研
修
会
を
開
催

県
内
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
一
堂
に
会
す
る
新
潟
県
農
業

委
員
会
大
会
が
、
昨
年
11
月
19
日
に
燕
三

条
地
場
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
参
加
者
数

の
調
整
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
委
員
会
よ

り
21
名
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
農
業
委
員
会
憲
章
の
斉
唱
、

委
員
の
永
年
勤
続
表
彰
、
来
賓
祝
辞
に
続

い
て
、
全
国
農
業
会
議
所
柚
木
専
務
理
事

に
よ
る
「
農
業
委
員
会
組
織
を
め
ぐ
る
情

勢
と
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
つ
い
て
」

の
講
演
、
そ
し
て
農
地
利
用
最
適
化
に
向

け
た
取
り
組
み
事
例
の
発
表
が
あ
り
、
関

係
機
関
へ
の
要
請
決
議
の
後
、
ガ
ン
バ
ロ

ウ
を
三
唱
し
て
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

農地の賃借料情報の公表

令和３年度 各種申請・申し出日程表

令和２年中に基盤強化法の公告により賃貸借権を設定した農地の賃借料を情報提供します。
この賃借料はあくまでも目安ですので、実際に契約する際は、当事者間でよく話し合って決めてください。

※ 田は西蒲区の加重平均、畑はデータ数が少ないため、新潟市全域の加重平均額です。
※ 田、畑とも算出結果を四捨五入し、100円単位で表示しています。
※ 田の土地改良費、米の生産調整の負担は両者で協議して決めてください。

※４月～７月の間、利用権設定（田）の申出受付は行いません。
※売買・交換について、やむを得ない場合は「随時」となります。
※日程が変更となった場合は随時お知らせします。

地目

田
畑

地域

西蒲区
市内全域

賃借料の実勢（10a当たり）
加重平均額
19,600円
9,300円

最高額
43,000円
15,000円

最低額
5,000円
1,000円

データ筆数
7,787筆
513筆

令和2年の貸借料実勢価格情報

農地法関係締切 基盤強化促進法関係
申出・契約締切 定例総会 市公告

４月30日（金）

５月31日（月）

６月30日（水）

７月30日（金）

８月31日（火）

９月30日（木）

10月29日（金）

11月30日（火）

12月27日（月）

１月31日（月）

２月28日（月）

３月30日（水）

３月25日（木）

４月23日（金）

５月25日（火）

６月25日（金）

７月21日（水）

８月25日（水）

９月24日（金）

10月25日（月）

11月25日（木）

12月23日（木）

１月25日（火）

２月25日（金）

４月９日（金）

５月11日（火）

６月10日（木）

７月８日（木）

８月11日（水）

９月８日（水）

10月11日（月）

11月９日（火）

12月８日（水）

１月11日（火）

２月７日（月）

３月９日（水）

５月19日（水）

６月14日（月）

７月14日（水）

８月16日（月）

９月14日（火）

10月15日（金）

11月15日（月）

12月14日（火）

１月17日（月）

２月15日（火）

３月14日（月）

４月13日（水）

（
西
川
）

農
業
委
員

清
水 

和
子
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農
地
所
有
適
格
法
人
は
、
農
地
の
権
利

等
の
取
得
後
も
農
地
法
に
定
め
る
法
人
形

態
要
件
、
事
業
要
件
、
議
決
権
要
件
及
び

役
員
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
農
地
法
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
法
人
の
事
業
年
度
終
了
後
３
か
月

以
内
に
農
地
の
権
利
等
を
有
す
る
農
業
委

員
会
に
事
業
の
状
況
等
を
報
告
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
必
要
と
な
る
書
類
と
と
も

に
期
限
ま
で
に
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。（
経
営
農
地
が
複
数
の
市
区
町
村

に
あ
る
場
合
、
各
市
区
町
村
に
報
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

農
地
所
有
適
格
法
人
に
よ
る
報
告
書
の

提
出
に
つ
い
て（
お
願
い
）

夏
季
に
続
い
て
、
秋
季
の
全
委
員
研
修

会
を
昨
年
11
月
の
定
例
総
会
終
了
後
に

開
催
し
、
多
く
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
の
テ
ー
マ
を
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

と
し
、
市
農
林
政
策
課
の
担
当
者
よ
り
、

新
潟
市
が
取
り
組
む
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
ス

マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
て
い
る
南
区
の
生

産
法
人
「
米
八
」
代
表
の
加
藤
誉
士
寛
氏

か
ら
も
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
、
ス
マ
ー
ト
農
業
は
Ａ
Ｉ
や
ド

ロ
ー
ン
、
人
工
衛
星
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
、
効
率
的
な
農
作
業
や
営
農
が

行
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お

り
、
委
員
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
話
を
聞

き
、
質
問
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　新
潟
県
女
性
農
業
委
員
会
等
研
究
会
は
、

例
年
で
す
と
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
活
発
な

意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
講
演
の
敬
聴
が
主
と
な
り
ま
し
た
。

新
潟
中
央
青
果
㈱
小
山
氏
の
講
演
で
は
、

「
野
菜
の
生
産
は
増
加
し
て
い
る
。
地
場

産
へ
の
こ
だ
わ
り
は
新
鮮
さ
、
安
全
性
、

お
い
し
さ
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
新
潟

に
は
肥
沃
な
土
壌
と
豊
富
な
水
、
培
っ
た

高
度
な
技
術
が
あ
る
。
今
の
消
費
者
は
こ

だ
わ
り
の
地
方
野
菜
を
求
め
て
い
る
。
条

件
さ
え
整
え
ば
間
違
い
な
く
伸
び
る
」
と

い
っ
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
農
業
会
議
所
稲
垣
事
務
局
長
の
お

話
し
は
、
女
性
の
委
員
へ
の
期
待
で
し
た
。

男
女
共
同
参
画
の
社
会
と
は
い
え
、
ま
だ

ま
だ
意
識
改
革
が
必
要
。
男
性
の
方
が
適

任
、
女
性
の
方
が
適
任
と
い
わ
れ
た
こ
と

も
そ
れ
ぞ
れ
や
っ
て
み
る
と
大
差
な
く
処

理
で
き
て
い
る
。
農
地
利
用
最
適
化
で
大

事
な
こ
と
は
、「
今
使
わ
れ
て
い
る
農
地
を

使
え
る
う
ち
に
使
え
る
人
へ
つ
な
い
で
い

く
こ
と
」
農
地
に
責
任
を
持
つ
こ
と
が
、

農
業
委
員
の
最
大
の
責
務
で
あ
る
。
わ
か

り
や
す
く
有
意
義
な
二
日
間
で
し
た
。

令
和
２
年
度
新
潟
県
女
性
農
業
委
員
等

研
修
会
が
昨
年
12
月
１
〜
２
日
に
か
け
て

新
潟
市
内
で
開
催
さ
れ
、
女
性
委
員
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
研
修
は
新
潟
県
農
業
会
議
と
に
い
が

た
女
性
農
業
委
員
の
会
が
主
催
し
、
県
内

の
女
性
委
員
を
一
堂
に
会
し
て
、
地
域
農

業
の
振
興
と
農
村
の
活
性
化
、
そ
し
て
女

性
委
員
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
度
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

研
修
会
で
は
関
係
企
業
等
に
よ
る
講
演

や
事
例
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
性
農
業
委
員
等
研
修
会
に
参
加

令
和
３
年
２
月
２
日
、
新
潟
市
６
農
業

委
員
会
は
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
38
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
潟

市
長
へ
「
令
和
３
年
度
農
地
等
利
用
最
適

化
推
進
施
策
等
に
関
す
る
意
見
」
を
提
出

し
ま
し
た
。
意
見
提
出
後
に
は
、
農
林
水

産
部
長
を
交
え
て
農
業
施
策
な
ど
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

西
蒲
区
農
業
委
員
会
は
「
新
潟
市
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
へ
の
地
域
農
家
の
意

見
・
要
望
の
反
映
に
つ
い
て
」
を
提
案
し

ま
し
た
。
意
見
の
全
文
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
潟
市
長
に
意
見
書
を
提
出

新
潟
県
農
業
委
員
会
大
会
に
参
加

研
修
参
加
レ
ポ
ー
ト

秋
季
の
全
委
員
研
修
会
を
開
催

県
内
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
一
堂
に
会
す
る
新
潟
県
農
業

委
員
会
大
会
が
、
昨
年
11
月
19
日
に
燕
三

条
地
場
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
参
加
者
数

の
調
整
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
委
員
会
よ

り
21
名
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
農
業
委
員
会
憲
章
の
斉
唱
、

委
員
の
永
年
勤
続
表
彰
、
来
賓
祝
辞
に
続

い
て
、
全
国
農
業
会
議
所
柚
木
専
務
理
事

に
よ
る
「
農
業
委
員
会
組
織
を
め
ぐ
る
情

勢
と
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
つ
い
て
」

の
講
演
、
そ
し
て
農
地
利
用
最
適
化
に
向

け
た
取
り
組
み
事
例
の
発
表
が
あ
り
、
関

係
機
関
へ
の
要
請
決
議
の
後
、
ガ
ン
バ
ロ

ウ
を
三
唱
し
て
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

農地の賃借料情報の公表

令和３年度 各種申請・申し出日程表

令和２年中に基盤強化法の公告により賃貸借権を設定した農地の賃借料を情報提供します。
この賃借料はあくまでも目安ですので、実際に契約する際は、当事者間でよく話し合って決めてください。

※ 田は西蒲区の加重平均、畑はデータ数が少ないため、新潟市全域の加重平均額です。
※ 田、畑とも算出結果を四捨五入し、100円単位で表示しています。
※ 田の土地改良費、米の生産調整の負担は両者で協議して決めてください。

※４月～７月の間、利用権設定（田）の申出受付は行いません。
※売買・交換について、やむを得ない場合は「随時」となります。
※日程が変更となった場合は随時お知らせします。

地目

田
畑

地域

西蒲区
市内全域

賃借料の実勢（10a当たり）
加重平均額
19,600円
9,300円

最高額
43,000円
15,000円

最低額
5,000円
1,000円

データ筆数
7,787筆
513筆

令和2年の貸借料実勢価格情報

農地法関係締切 基盤強化促進法関係
申出・契約締切 定例総会 市公告

４月30日（金）

５月31日（月）

６月30日（水）

７月30日（金）

８月31日（火）

９月30日（木）

10月29日（金）

11月30日（火）

12月27日（月）

１月31日（月）

２月28日（月）

３月30日（水）

３月25日（木）

４月23日（金）

５月25日（火）

６月25日（金）

７月21日（水）

８月25日（水）

９月24日（金）

10月25日（月）

11月25日（木）

12月23日（木）

１月25日（火）

２月25日（金）

４月９日（金）

５月11日（火）

６月10日（木）

７月８日（木）

８月11日（水）

９月８日（水）

10月11日（月）

11月９日（火）

12月８日（水）

１月11日（火）

２月７日（月）

３月９日（水）

５月19日（水）

６月14日（月）

７月14日（水）

８月16日（月）

９月14日（火）

10月15日（金）

11月15日（月）

12月14日（火）

１月17日（月）

２月15日（火）

３月14日（月）

４月13日（水）

（
西
川
）

農
業
委
員

清
水 

和
子
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
田
ん
ぼ
を
回
り

な
が
ら
色
々
思
い
ま
し
た
。

一
昨
年
は
フ
ェ
ー
ン
現
象
で
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
が
全
部
２
等
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨

年
は
健
苗
作
り
に
努
め
、
Ｊ
Ａ
の
土
作
り

肥
料
を
散
布
し
て
、
適
期
に
中
干
を
行
い
、

水
の
管
理
も
例
年
以
上
に
気
を
配
っ
た
結

果
、
９
月
の
刈
り
取
り
で
は
１
等
級
で
、

Ｊ
Ａ
の
特
別
栽
培
米
で
目
標
と
し
た
収
量

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
天
候
も
７
月
は

下
旬
に
長
雨
と
日
照
不
足
で
不
安
も
あ
っ

た
が
、
９
月
上
旬
は
猛
暑
に
な
っ
た
こ
と

や
、
台
風
の
被
害
も
な
か
っ
た
こ
と
が
良

い
結
果
と
な
り
、
い
か
に
天
候
が
大
切
か

と
思
い
知
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
米
価
格
と
な
る
と
、
春
以
来

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
家
庭
用
米

の
内
食
需
要
が
増
え
て
も
、
業
務
用
米
の

需
要
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
１
人
当
た

り
の
米
を
食
べ
る
量
が
毎
年
10
万
ト
ン
く

ら
い
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
生
産

量
が
消
費
量
を
上
回
り
、
値
下
が
り
が
予

想
さ
れ
、
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

私
は
退
職
前
ま
で
Ｊ
Ａ
に
勤
め
て
お
り
、

保
有
米
と
縁
故
米
を
除
い
て
Ｊ
Ａ
に
出
荷

し
て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
高
く
売
れ
る

よ
う
Ｊ
Ａ
に
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
稲
作
の
個
人
経
営

の
多
い
我
が
馬
堀
地
区
で
圃
場
整
備
事
業

の
工
事
が
昨
年
の
秋
か
ら
始
ま
り
、
数
年

後
に
は
終
わ
る
予
定
で
す
が
、
他
の
地
区

と
同
じ
よ
う
に
、
農
家
の
高
齢
化
と
後
継

者
不
足
で
担
い
手
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
い

ま
す
。

推
進
委
員
の
任
期
も
残
り
一
年
余
り
と

な
り
ま
す
が
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
し

て
、
遊
休
農
地
の
発
生
や
荒
廃
を
防
ぐ
と

共
に
、
今
後
は
地
区
の
農
地
の
集
積
や
法

人
化
の
問
題
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
役
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

委
員
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

10月 14日 市町村農業委員会会長研修会（会長）
 27日 10月調査委員会（委員８名）
 30日 10月定例総会（委員２７名）
11月10日～11日　県外視察研修（委員３０名）
 19日 新潟県農業委員会大会（委員２１名）
 20日 農業委員会だより編集会議（委員６名）
 25日 11月調査委員会（委員８名）
 26日 新潟県担い手経営発展推進大会（委員１名）
 30日 11月定例総会（委員３６名）
  秋季全委員研修会（委員４１名）
12月 1日～2日　新潟県女性農業委員等研修会（委員４名）
 4日 調理をしない料理教室（委員４名）
 7日 農業者年金加入推進対策会議（委員１０名）
 22日 12月調査委員会（委員７名）
 25日 12月定例総会（委員34名）
 1月 22日 市町村農業委員会役員等研修会（委員6名）
 26日 1月調査委員会（委員７名）
 29日 第3回代表者会議（委員１1名）
  1月定例総会（委員36名）
  新潟県農業会議巡回（委員37名）

農業委員会の主な動き（20.10月～21.1月）
委員とは、農業委員及び農地利用最適化推進委員です。

（
巻
）

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員

高
井
榮
志
英

女性委員の食育への取り組みの一環として、「にしかん　なないろ野菜」を
活用した料理教室を開催。女性委員の皆さんが、ホテルで調理顧問をされているシェフ、

池田喜三男氏の指導を受けながら、調理にチャレンジしました。

「にしかん なないろ野菜」は西蒲区
でブランド化した、色や形、大きさに
特徴がある珍しい野菜です。
なないろ野菜はＪＡ越後中央の販
売所「越王の里」で販売中です。

女性委員
調理

チャレンジ！

女性委員が
調理に

チャレンジ！

■購読の申し込みは、西蒲区農業委員会または地元委員へ
お気軽にご連絡ください。
■３か月無料のお試し購読もご利用ください。

月4 回（金曜日発行）
700円 8,400円（税込）（税込）

週刊

月 年

池田氏が考案したレシピを市のＨPで
公開しています（農委の活動紹介）
ダウンロードはこちらからどうぞ

トマトとおけさ柿、アボガドのサラダ なないろ野菜のポトフ
バックナンバー
検索用

ホームページ
検索用

ＱＲコードをお使いください

総会議事録

農業委員会
について

県担い手協
遊休農地一覧

全国農地ナビ
農地を探す

農業委員会のホームページや農業委員会だよりのバックナン
バーを検索するには、ＱＲコードを使うと便利です。

農地法関係

農業経営基盤強化促進法関係

農地に関する各種申請の日程（2月～3月）

申請締切日 総  会月

2月

3月

５日（金）

１０日（水）

２６日（金）

３０日（火）

申出締切日 市の公告日月

2月

3月

２５日（木）

25日（木）

４月14日（水）

５月19日（水）


